
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐野市男女共同参画情報紙 

 

第 27 号 
2023 年 8 月発行 

佐野市男女共同参画都市宣言キャッチフレーズ 

G7栃木県・日光こども未来サミット宣言書 2023 
～男女が共に輝く社会を実現するために今、わたしたちができること～ 

 
性別にかかわりなく、だれもが共に輝く社会を実現するために  
私たちは次のように行動していくことを誓います。 

 
I家庭・家族について 
私たちは、 
・立場や役割についての固定概念を取り払い、それぞれの 
家庭や家族の個性を活かしながら生活します。 
・家族のことであっても、ときに地域に助けてもらいながら、 
また困っている人がいれば助けながら暮らします。 
・いつかイクメンやカジダンという言葉がなくなり、それが 
当たり前の社会を作ります。 

 
II仕事・職場について 
私たちは、 
・一人ひとりの多様性を尊重しながら働くために必要な 
知識を、学びと経験を通して深めます。 
・社会に出たとき、みんなが安心して育休を取得し、 
復帰できるような雰囲気作りを心がけます。 
・柔軟な働き方、効率化を促進するための発想力と 
テクノロジーを活用するスキルを身に付けます。 

 
III社会・政治について 
私たちは、 
・大切なことを決める場に多様性が生まれるように、選挙 
についても関心を高め、投票します。 
・広い視野をもって世界の状況を知るとともに、自分たち 
が暮らす地域の問題にも目を向けていきます。 
・誰もが幸せを感じられる社会の実現のために、自分は何ができるのか、これから学びを深めていきます。 

 
私たちは、栃木県中高生の代表として G7 栃木県・日光こども未来サミットに集まり、男女が共に輝く社会
を創るために、今、私たちができることについて話し合い、宣言としてまとめました。 
私たちは、思い込みにとらわれず、広い視野で考え、宣言実現に向けて、私たちができる身近なことから行
動します。 
G7 栃木県・日光男女共同参画・女性活躍担当大臣会合にお集まりいただく大臣のみなさまには、ぜひ、私
たちの思いを受け止め、よりよい世界を創っていただきたいです。 

提供：栃木県 

６月２４日及び２５日に開催された「G７栃木県・日光男女共同参画・女性活躍担当大臣会合」の３０日前 
記念イベントとして、５月２７日に「G７栃木県・日光こども未来サミット」が開催されました。 
県内の男女共同参画に関心のある中・高校生１２名が、男女共同参画をテーマに意見交換を行った後、世界に

向けた宣言文を発表しました。 
こども未来サミットに参加した佐野高等学校附属中学校３年生のお２人に、参加した感想などを伺いました。

（記事は２ページをご覧ください） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○
参
加
の
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

（
田
中
）
学
校
で
応
募
の
話
を
聞
き
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

（
西
島
）
学
校
代
表
と
し
て
何
か
に
挑
戦
し

た
い
と
思
い
、
参
加
し
ま
し
た
。 

〇
実
際
に
参
加
し
た
感
想
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

（
田
中
）
貴
重
な
経
験
で
楽
し
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
ま
で
は
「
参
画
」
と
い
う
言
葉

は
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
あ
ま
り
深
く
考
え
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
・
バ
イ
ア
ス
（
無
意
識
の
思
い
込
み
）」

と
い
う
言
葉
や
、
Ｇ
７
の
中
で
は
日
本
が

最
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ

と
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。 

（
西
島
）
男
女
共
同
参
画
は
女
性
だ
け
を

向
上
さ
せ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し

た
が
、
参
加
す
る
中
で
男
女
両
方
と

も
、
平
等
に
す
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、「
イ
ク
メ
ン
」
や
「
カ
ジ
ダ
ン
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
の
は
日
本
だ
け
で
、

他
国
で
は
個
性
を
尊
重
し
家
事
を
分

担
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
知
り
、
世
界

と
日
本
の
差
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
気
づ
き
も
含
め
て
宣
言
文
を
つ

く
り
ま
し
た
。 

〇
「
こ
ど
も
未
来
サ
ミ
ッ
ト
」
に
参
加
し

て
か
ら
の
変
化
や
今
後
に
つ
い
て 

（
田
中
）
参
加
し
な
け
れ
ば
知
ら
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ

た
こ
と
で
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
の
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
の
話
題
を
身
近

に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

（
西
島
）
発
表
し
た
経
験
を
、
こ
れ
か
ら

の
学
校
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
よ
う
に
、
学

ん
だ
こ
と
を
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
場
に
ま
た
立
て
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 
 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
落
ち
着
い
て
自

身
の
体
験
や
考
え
を
述
べ
る
お
２
人
の

姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

宣
言
文
に
つ
い
て
、
詳
し
く
内
容
を

知
り
た
い
方
は
、
栃
木
県
の
HP
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

      宣言文を持つ 

田中
た な か

 さつき さん  西島
にしじま

 陸
り

央
お

 さん 

G7 栃木県・日光こども未来サミットに参加して 

NPO 法人植野たすけあいインタビュー 

地
域
の
高
齢
者
見
守
り
に
尽
力
す

る
「
植
野
た
す
け
あ
い
」
の
塚
田
芳
夫

理
事
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

○
設
立
の
経
緯 

も
と
も
と
、
植
野
地
区
の
社
会
福
祉

協
議
会
と
し
て
日
常
生
活
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
持
続
可
能
な
活

動
に
す
る
た
め
に

法
人
化
し
、
「
で

き
る
人
が
で
き
る
と
き
に
活
動
し
よ

う
」
と
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
、
旧
佐

野
市
内
を
対
象
範
囲
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。 

○
会
員
は
ど
れ
く
ら
い
い
ま
す
か
。
利
用

で
き
る
の
は
ど
の
よ
う
な
方
で
す
か
。 

理
事
や
正
・
賛
助
会
員
の
ほ
か
、
一

般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

名
登
録
し

て
い
ま
す
。
利
用
登
録
者
は
原
則
と
し

て
要
支
援
２
、
要
介
護
２
ま
で
の

歳

以
上
の
方
で
現
在

名
ほ
ど
登
録
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

○
ど
の
よ
う
な
内
容
の
業
務
が
依
頼
で

き
ま
す
か
。 

依
頼
が
多
い
の
は
、 

病
院
へ
の
付
き
添
い
や 

送
迎
で
、
依
頼
全
体
の 

７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。 

他
に
は
、
除
草
作
業
や 

部
屋
の
片
付
け
等
の
依 

頼
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

○
活
動
し
て
い
て
よ
か
っ
た
こ
と
や
、 

苦
労
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

良
か
っ
た
こ
と
は
、
利
用
者
の
喜
ん

で
い
る
顔
を
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
利
用
料
を
お
支
払

い
し
て
い
る
の
で
、
利
用
者
も
気
を
遣

わ
ず
利
用
し
や
す
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
す
る
側
も
や
り
が
い
が
持
て
る
と

思
い
ま
す
。 

 
 

苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
確
保
で
す
。 

○
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。 

今
後
は
さ
ら
に
高
齢
者
が
高
齢
者

を
見
守
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

必
要
最
低
限
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な

く
、
生
活
を
豊
か
に
し
た
い
方
の
た
め

に
、
介
護
保
険
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

問
合
せ
：
植
野
た
す
け
あ
い 

☎
５
５-

５
２
０
２ 

 

 

買い物支援の様子 

塚田理事長 

２ 



 

 

 

 

 

足利市 9/24 人 
 

栃木市 3/28 人 
 

小山市 6/28 人 
 

佐野市 1/24 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政治分野における男女共同参画について考えよう 

佐野市議会の女性の人数と全体に占める割合を知っていますか？ 

近隣市と比較しても、女性の割合が低い状況です。（令和５年５月１日現在） 

 

 

 

 

ジェンダーギャップ指数（２０２３年） 日本は政治分野で１４６か国中１３８位！ 

3 

佐野短大生にアンケート！ 
佐野日本大学短期大学に通う学生３４名に政治への関心や女性の政治参画についてアンケートを行いました。 

政治に興味がありますか？ 

女性の議員が増えるためには、何が必要だと思いますか？（複数回答可） 

佐野市の女性議員の人数に 

ついてどう思いますか？ 

ある

9%

少しある

32%
あまりない

53%

まったくない

6%

少ない

71%

適当

6%

男女の割合に

こだわる必要

はない

23%

0 5 10 15 20 25

◉ 「政治は男性のもの」という性別役割意識をなくすこと

◉ 女性自身が政治に関心をもち、参画する意識をもつこと

◉ 家族や周囲の理解やサポート

◉ 託児所や授乳室など、子育てと両立できる環境整備

◉ 一定数を女性議員とする制度（クオータ制など）や仕組み

◉ その他

人

「女性の議員が増えるために必

要なこと」として、子育て環境の整

備や性別役割意識をなくすことが

必要という意見が多くありました。 

その他、意見として「女性の立場

でないと見えない問題もあると思

う」「女性がもっと参加しやすくな

ると良い」「若い人も政治について

理解できるように、わかりやすく伝

えてほしい」などがありました。 

※「多い」は０％ 

国では第５次男女共同参画基本計画において、「あらゆる分野での女性の参画拡大を進める」としており、統一

地方選挙の候補者に占める女性の割合を２０２５年に３５％にすることを目標としています。各分野の中でも、

特に政治分野における女性の参画拡大は重要であり、多様な人材が意思決定過程に積極的に参画し責任を担うこ

とが期待されています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画ネットワークさの 定期総会が開催されました 

 

令
和
５
年
度
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
さ
の
定
期
総
会
が
城
北
地

区
公
民
館
に
て
５
月

２２

日
開
催
さ

れ
、
４４
名
の
会
員
出
席
の
も
と
、
す

べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
中
で
の
質
疑
応
答
で
は
、
積

極
的
な
意
見
交
換
や
提
案
が
な
さ

れ
、
一
会
員
と
し
て
会
の
運
営
を
担

っ
て
い
る
と
い
う
責
任
が
伺
え
、
今

後
の
活
動
の
原
動
力
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
の
研
修
で
は
、
朗
読

「
ひ
び
き
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
小
曽

根
俊
子
の
詩
と
人
生
〝
命
よ
燃
え
ろ 

心
よ
光
れ
〟
」
の
詩
の
朗
読
が
あ
り

ま
し
た
。
同
郷
の
小
曽
根
俊
子
さ
ん

は
知
っ
て
い
て
も
、
ど
ん
な
人
生
を

送
り
、
ど
ん
な
作
品
を
残
し
た
の

か
？
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
を
交
え
た↗
 

【編集委員】 

今 井 美砂子  黒 澤 千賀子 

大 室 佐知子  髙 橋 晴 美  中 里 聖 子 

【編
集
後
記
】 

 

「
こ
ど
も
未
来
サ
ミ
ッ
ト
」
へ

参
加
さ
れ
た
こ
と
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
担
う
上
で
貴
重
か

つ
素
晴
ら
し
い
経
験
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
学
び
得
た
知
識
を

ど
ん
ど
ん
広
げ
、
生
か
せ
る
場
を

増
や
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。 

今
回
よ
り
パ
レ
ッ
ト
編
集
に

携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
男

女
共
同
参
画
社
会
に
役
立
て
る

情
報
紙
と
し
て
た
く
さ
ん
の
記

事
で
情
報
満
載
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

パレット第２７号【２０２３年８月発行】 

編集発行 佐野市 市民生活部人権・男女共同参画課 

〒327－0398 栃木県佐野市田沼町 974-3 

電話 0283(61)1140 FAX0283(61)1142 

E-mail:danjokakari@city.sano.lg.jp 

４ 

男女共同参画に関する身近な情報や、市内で活躍する女性の情報をお寄せください。また情報紙「パレット」についてのご意見・ご感想をお待ちしております。 

こども食堂ってどんなところ？ 
～佐野市社会福祉協議会より～ 

 

 

 

 

 

 

こども食堂とは、こどもが 1人でも行ける無料または低額の食堂

で、あったかごはんを提供し、孤食の解消や食育を行う場のことを

いいます。「こども食堂」と聞くと、「貧困の子どもがいくところ」

というイメージがあるかもしれませんが、「地域の交流の場」として

の役割が強くなっており、世代間の交流ができる、みんなが楽しく

集えるとっても素敵な場所なんです！こども食堂にお手伝いに行く

と、地域の方とお話ししながらごはんを作って、そのあと、子ども

たちとサツマイモを掘り、一緒にごはんを食べて…など「気軽に行

けて、世代・国籍等を問わず楽しく過ごせるこんな素敵な場所が佐

野市内にもあるんだ！」と新しい発見もあると思います。 

今後、そのような活動がより活発になり、子どもたち、また地域

の人たちが家以外でもほっとできる場所がもっとたくさんできるよ

う、佐野市社会福祉協議会でも、市内のこども食堂等の活動をして

いる団体さん同士で交流がもてる情報交換会を定期的に開催してい

ます。話を聞いてみたいという方がいらっしゃいましたら、お気軽

にご連絡ください。  

【問合せ：地域福祉推進係 （担当）金子 ☎22－8136】 

 

新役員の皆さん 

朗読「ひびき」による研修会 

皆
さ
ん
の
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
演

出
が
心
に
響
き
、
佐
野
で
生
ま
れ
た

小
曽
根
俊
子
さ
ん
の
「
い
の
ち
の

声
」
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
回
の
公
演
で
佐
野
市
の
誇
る

べ
き
女
性
の
一
人
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
で
き
ま
し
た
。
総
会
後
の
研

修
は
、
各
団
体
相
互
の
活
動
へ
の
理

解
、
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
深
め
る
た
め
に
も
と
て
も

良
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
も
緩
和
す
る
中
、
令

和
５
年
度
は
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
さ
の
の
取
り
組
み
も
活

発
に
な
り
、
加
入
団
体
と
会
員
が
互

い
に
協
力
し
合
え
る
環
境
が
つ
く

ら
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

    


